



















ある RC7 階建マンションの床の持ち上がり 
                     岩崎 好規 地域地盤環境研究所<yoshi-iw@geor.or.jp> 
[紛争の原因分類]  造成地の施工・基礎構造 
[1.経緯] マンション完成 1994 年 1 年後程度から 1 階の床が浮き上がりだした。建設業者は，地











写真１ 1 階室内変状       図-1 現場平面図      図-2 No.1 地点柱状図 
[2.原因調査]土試料を採取してみると，地表から 1.3m までは，盛土で，pH=11 とアルカリを示し
た。盛土の粒子形状から鉄鋼スラグであることが予想された。 
表-                     表-2 蛍光Ｘ線分析による鉱物組成      
                         







  図-4 X 線回析分析結果 
 
  図-2 Ｘ線回折解析 








この結果，膨脹性を示す鉱滓構成物と   図-3 基礎構造 
 鉄鋼スラグ 土 採取試料(m) 
  (安山岩) 0.10-0.30 0.50-0.65 1.30-1.70 
 (%) (%) (%) (%) (%) 
CaO 45.8 5.8 28.2 14.3 2.02 
F-CaO 2-5  0.52 0.23 <0.01 
SiO2 11.0 59.6 27.9 55.6 78.6 
Al2O3 1.9 17.3 6.37 7.94 9.22 
MgO 6.5 2.8 8.76 4.79 1.01 
FeO 17.4 3.1 8.39 4.1 2.57 
P2O5 1.7 - 0.106 0.07 0.035 






れた。表-3 には，表-2 から推定した深度別鉱滓組成率を示した。表層盛土付近では，約 60%も多
量に混合されているが，深度とともに減少している。 
 








図-6 鉱滓盛土の膨脹係数      図-7 有限要素法における構成要素と境界条件 











(m) (%) (%) (%)   
0.0-0.3 62 2.2 0.52 0.24 
0.3-0.5 39 1.4     




と考えられているが，鉄鋼スラグの生成直後には 2-5%程度含まれている。図-4 及び 5 に標準締
固め密度に対して 100%,90%とした 2 種類の締固め試料(S.S.(鉄鋼スラグ),F-CaO 含有量 3.8%)，
M.S.(鉄鋼スラグ 80%混合土),F-CaO3.04%)を変位拘束・自由変位条件のもとで膨脹試験結果を示
した。このような試験結果から各種の鉄鋼スラグ混合比材料に対する膨脹圧係数を求めて図-6 に
示した。図-3 に示した基礎構造をモデル化して，図-7 に FEM 解析に使用した構成要素および境
界条件を示した。鉄鋼スラグ盛土境界上部に膨脹特性を導入するための強制膨脹圧を設定した。





















































平成 11年(1999)9月 原告宅の家屋が軋む音が聞こえるようになり，宅地の一部にひび割れ発生。 
平成 11年(1999)10月 25日原告は宅地基礎部分と排水路流末部が大きく破壊した。 





















水は浸透することはない。          図-3 当該地における水田農地の造成 
[水田農地の造成] 
本件のような谷地における水田農地の造    
成を図-3に示した。現地の地山は風化花崗      
岩のマサ土で形成されているが，がけ面付   







































見られているが，20mm/hour         
の降雨が４回程度観測されて 
いる。                図-７アメダスによる降雨記録  




















































































































































































































                     図-4 工場 1階床構造 写真-1モルタルひび割れ 









振動計は，2 種類で，一つは 3 成分振動計（SD-240 勝島製作所製）であり，他は地震探査用振
動計（GS20-DX OYO GeoSpace 社）である。 






































地点から 2m 地点と 12.5m

























図-7 Double Amplitude(両振幅値) 
図-8 対地面衝突速度と両振幅値の関係 
距離 12.5m地点における上下動成分の                           （距離 12.5m地点） 
速度の両振幅（図-7参照）を読み取って図-8に示した。          
落下高さから，h(m)から自由落下時の対地面衝突速度ν(cm/sec)を,g=980(cm/sec2)として次式（１）
から計算して同表に示した。 
v=                       ・・・・・    式(1) 
図-8に両振幅と対地面衝突速度の関係を示した。 
図-8から，両振幅(v)は，衝突速度(ν)と落下重錘質量M(kg)の間に式(2)および(3)関係が得られる。 
v = c M 0.756 ν0.834                        ・・・・・    式(2) 
定数は次式で与えられる。 























































































カウンターマス質量 (kg) 1000 
落下高さ(cm)  300 
地面落下衝突速度 (cm/sec) 767 
落下地点からの距離(m) 15 
12.5m 地点での推定質点速度両振幅値(cm/sec)  1.7 




































    ε=δL/L













































































































  図-1 標準的な断面        図-2 崩落断面のトレンチ断面およびボーリング結果 
































れていたから，5 分 5 分の責任と判定して，鑑定報告とした。 
[崩壊前写真の提出により補充鑑定] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[結論] 擁壁崩壊前に，擁壁に変状（当該箇所のフェンスに補修がなされている）が見られ，ブロ
ック積擁壁が，崩壊の前兆現象を呈して，猛烈な豪雨により崩壊したものと断定した。 
報告した後に，原告側
から 1枚の崩壊前の写
真が提供された。拡大
してみると，擁壁上端
に設置してあるフェ
ンスが，崩壊する場所
付近で垂れ下がるよ
うに約 20cm 沈下(W)
しており，この沈下は
上段斜面の(R,B1,B2)
で視認されるが，下段
斜面 B3 では，このよ
うな変位は見られず，
擁壁の側壁が膨らん
で吸収されている。 
崩壊主部における断面形状を図-3 に
しめした。もし，水路が元位置に留ま
っているか，あるいは少なくとも，石
積擁壁の動きを阻止する形状であれ
ば，崩壊は石積擁壁からといえよう
が，水路のコンクリート部材は，擁壁
基礎部と同じく約３m 移動していた。
2 段の擁壁は犬走りはなく，背面の斜
面は，すべり面を形成している。 
写真-3 崩壊前写真 
